
おもしろ社会⑩（歴史編） 

古墳時代（３） 

問題   正しいものに〇をつけましょう。 

１ 古墳とかかわりの深いものは？ 

 （ア） 土偶（どぐう） 

 （イ） 埴輪（はにわ） 

 （ウ） 仏教 

２ 古墳の副葬品（死者といっしょに葬る物）として、よく発見されるものは？ 

 （ア） 銅鏡   剣   馬具 

 （イ） 仏像   お経   仏具（ぶつぐ） 

 （ウ） 日記   布団    枕（まくら） 

３ 大きな前方後円墳の調査が行われない理由は？ 

 （ア） 調査にお金がかかり過ぎるから。 

 （イ） 調査をしても、新しい発見が期待できないと考えられているから。 

 （ウ） 多くが天皇や皇族の墓なので、荒らすことなく大切に守るため。 

４ 古墳が造られなくなった理由として、関係のないものは？ 

 （ア） 仏教が伝わり寺院を造るようになったから。 

 （イ） 法律で大きな墓を造ることが禁止されたから。 

 （ウ） 古墳を造る場所がなくなったから。 

 



 

１ 古墳とかかわりの深いものは？ 

 （ア） 土偶（どぐう） 
埴輪は古墳時代に盛んにつくられた土

器で、円筒埴輪（えんとうはにわ）、人や動

物をかたどった埴輪等があります。 

土偶は、縄文時代につくられた土製の

人形です。仏教は、古墳時代の終わりころ

の６世紀中ごろに朝鮮より伝わりました。 

〇 （イ） 埴輪（はにわ） 

 （ウ） 仏教 

２ 古墳の副葬品（死者といっしょに葬る物）として、よく発見されるものは？ 

〇 （ア） 銅鏡   剣   馬具 
古墳は各地の天皇や有力豪族の墓で、

大きな権力の象徴である銅鏡、青銅や鉄

製の剣、馬具、宝石類などが副葬品として

死者と一緒に埋葬されました。 
 （イ） 仏像   お経   仏具（ぶつぐ） 

 （ウ） 日記   布団    枕（まくら） 

３ 大きな前方後円墳の調査が行われない理由は？ 

 （ア） 調査にお金がかかり過ぎるから。 
近畿地方にある巨大な古墳の多くは、

古くから天皇や皇族の墓と推定されてお

り、宮内庁（くないちょう）が「御陵（ごりょ

う）」として厳重に管理しています。 

「安静と尊厳（そんげん）」を保つ上で、

天皇や皇族の墓へ、みだりに踏み入ること

は厳に慎むべきこととされており、発掘や

調査はもちろん、内部の見学や入場も禁

止しています。 

 （イ） 調査をしても、新しい発見が期待できないと考え

られているから。 

〇 （ウ） 多くが天皇や皇族の墓なので、荒らすことなく大

切に守るため。 

４ 古墳が造られなくなった理由として、関係のないものは？ 

 （ア） 仏教が伝わり寺院を造るようになったから。 
仏教がさかんになると、寺院の造営に

力を注ぐようになり、古墳はしだいに小さ

くなっていきました。 

大化２（646）年には、薄葬令（はくそう

れい）が発布され、大きな墓を造ることが

制限されたことも関係していると考えられ

ています。 

 （イ） 法律で大きな墓を造ることが禁止されたから。 

〇 （ウ） 古墳を造る場所がなくなったから。 

 

答えと解説 


